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昭
和
63
年
６
月
か
ら
長
南
町
選

挙
管
理
委
員
に
就
任
さ
れ
、
さ
ら

に
、
平
成
４
年
６
月
か
ら
は
委
員

長
代
理
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
古
市
昭
幸
さ
ん
（
山
内
１
１
８

３
番
地
）が
、
長
年
に
わ
た
る
選
挙

の
管
理
執
行
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
平
成
14
年
度
千
葉

県
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連

合
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平成14年度 
千葉県市区町村選挙管理委員会 

連合会表彰受賞 
古市　昭幸さん 

６
月
23
日
（
日
）、
梅
雨
時
の

曇
り
空
の
下
、
長
南
町
陸
上
競
技

場
に
お
い
て
、
第
24
回
第
９
支
団

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
の
中
盤
か
ら
降
り
出
し

た
冷
た
い
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

選
手
た
ち
の
全
力
を
尽
く
し
た
操

法
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
、

各
部
は
消
防
操
法
技
術
の
向
上
と

士
気
の
高
揚
の
た
め
約
２
か
月
も

前
か
ら
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

入
賞
の
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

最
優
秀
賞

第
３
分
団
第
３
部
（
山
内
・
水
沼
）

優
秀
賞

第
３
分
団
第
１
部
（
佐
坪
・
市
野
々
）

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

最
優
秀
賞

第
２
分
団
第
３
部
（
岩
川
・
今

泉
・
本
台
）

優
秀
賞

第
２
分
団
第
２
部
（
千
田
・
又

富
・
棚
毛
）

優
良
賞

第
３
分
団
第
２
部
（
岩
撫
・
竹

林
・
茗
荷
沢
・
小
沢
・
報
恩
寺
）

大
会
の
出
来
栄
え
に
つ
い
て
古

市
支
団
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
大
変
立
派
に
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
自
分

の
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
毎
晩
練

習
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
て
本
当
に

大
変
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い

つ
見
舞
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
地

震
や
火
災
、
水
害
な
ど
に
備
え
て

日
頃
か
ら
訓
練
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
操
法
は
基
本
で
す
。

人
の
確
保
も
難
し
い
時
代
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
地
域
の
頼

れ
る
消
防
団
員
と
し
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
の
各
種
目
の

最
優
秀
賞
の
部
は
、
７
月
７
日

（
日
）
に
茂
原
市
公
設
市
場
で
行

わ
れ
る
長
生
支
部
大
会
に
第
９
支

団
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

操
法
訓
練
を
通
し
て

操
法
訓
練
を
通
し
て 

　
　
　
地
域
を
守
る
心
を
育
む

　
　
　
地
域
を
守
る
心
を
育
む 

第
　
回
第
９
支
団
消
防
操
法
大
会 

24
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町
民
の
皆
様
が
旅
を
通
し
て
交

流
を
図
り
、
親
睦
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
、
第
８
回
長
南
町
ふ
れ
あ

い
町
民
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

晩
秋
の
飛
騨
・
高
山
の
自
然

（
味
覚
）
や
、
日
本
の
三
名
泉
の

一
つ
で
、「
一
羽
の
白
鷲
が
天
か

ら
舞
い
降
り
て
温
泉
が
見
つ
か
っ

た
と
い
う
伝
説
の
名
湯
」
下
呂
温

泉
な
ど
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

旅
行
代
金

２
１，

０
０
０
円

募
集
人
員

１
５
０
名

申
込
期
間

７
月
10
日（
水
）〜
８
月
30
日（
金
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

申
込
方
法

チ
ラ
シ
の
申
込
書
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

（
旅
行
代
金
は
受
付
後
、
指
定

の
振
込
用
紙
に
よ
り
、
直
接
主

催
会
社
へ
振
り
込
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
）

申
込
場
所
・
問
合
せ
先

企
画
政
策
課
（
大
塚
）

蕁
４
６
―
２
１
１
３

企
画長

南
町
ふ
れ
あ
い
町
民
ツ
ア
ー

実
行
委
員
会

主
催京

成
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
譁

行　　程
11月10日豸

長南町発 蘇我IC （京葉道） 湾岸幕張PA（休憩） （首都高・中央道） 談合坂SA（休憩） 駒ケ根IC

レストハウス駒ケ根（昼食） 駒ケ根　　（中央道） 飯田IC 水引工芸館せきじま（水引工芸名人実演・水引美術館等見学）

飯田IC （中央道） 中津川IC 下呂温泉（泊）山形屋

11月11日豺　　　　　　　　　　　　　　　　
蕁0576－25－2601

ホテル発　　（国道41号線） 高山市内　　　　

高山まつりの森　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤かぶの里（お買物） （安房トンネル）

ドライブイン松本（休憩） 松本IC （長野道・中央道） 談合坂SA（休憩） （首都高・東関東道） 湾岸幕張PA（休憩）

（京葉道） 蘇我IC 長南町各配車場所着　

7：00

12：20～13：10

16：00頃着予定

13：45～14：25

8：00～8：20 10：10～10：30

8：00 9：00～10：50

第8回 長南町ふれあい町民ツアー 11月10日（日）～11日（月）

（朝市等、ガイドさんがご案内致します。見学後フリータイム。地図を
ご用意致しますので、陣屋や古い町並み等ご散策をお楽しみください）

（見学、昼食：高山祭りの屋台を縮小作成し、
からくり人形が高山祭りを幻想的に再現致します）11：05～12：20

14：40～15：00

20：25頃着予定

16：55～17：15 19：05～19：25

13：05～13：35

（大宴会18：00～）

１泊２日の旅

高
山
市
内
の
町
並
み

陣
屋
前
朝
市
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長
南
町
体
育
協
会
（
会
長
　
江

澤
民
雄
）
主
催
に
よ
る
町
民
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
６
月
２
・
９
日
に
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
中
学
校

尚
武
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
11

チ
ー
ム
で
１
２
４
名
、
柔
道
が
19

名
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
18
組
で
36

江
澤
会
長
に
、
こ
れ
か
ら
の
体

育
協
会
の
課
題
に
つ
い
て
話
を
伺

い
ま
し
た
。

「
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
責
任
を
持
っ
て
教
え
て
く
れ

る
ス
タ
ッ
フ
を
ど
う
揃
え
る
か
、

ま
ず
人
材
を
掘
り
起
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
意
外
な
と
こ
ろ
に
意
外

な
人
材
が
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
総
括

し
て
派
遣
で
き
る
よ
う
な
本
部
が

必
要
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

【バレーボール】

【柔　道】
《小学校低学年の部》

優　勝 白井　　輝

準優勝 岩瀬　麻衣

３　位 三十尾武正

小坪美沙季

優　勝
燃えろドラゴンチーム

準優勝
あきらくんですチーム

３　位
カルビチーム

《小学生高学年の部》

優　勝 関根しおり

準優勝 渡辺　裕太

３　位 石塚　伸幸

岩瀬　香澄

【バドミントン】

《一般の部》

優　勝

麻生雅之・石川文子組

準優勝

斉藤一成・片岡　愛組

３　位

麻生和夫・作田英一組

《中学生の部》

優　勝

渡辺麻紀・古市彩乃組

準優勝

石井絵美・大村結香組

３　位

吉野美香・村杉麻美組

名
と
大
勢
の
参
加
者
に
よ
り
、
白

熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

種
目
別
の
上
位
入
賞
者
（
チ
ー

ム
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

《中学生の部》

優　勝 河野　広誠

準優勝 三枝　拓也

３　位 渡辺　宏友

白井　優和
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元
気
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。上

位
入
賞
者
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
グ
ロ
ス
上
位
者

か
ら
郡
民
体
育
大
会
出
場
者
が
選

出
さ
れ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

《
男
子
の
部
》

優
　
勝
　
東
條
正
己

準
優
勝
　
大
倉
正
幸

３
　
位
　
今
井
保
夫

《
女
子
の
部
》

優
　
勝
　
三
橋
茂
子

準
優
勝
　
石
井
幸
江

３
　
位
　
古
市
栄
子

《
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
》

（
大
会
規
定
に
よ
る
）

男
　
子
〈
60
歳
未
満
〉

藤
原
重
信
（
３
８
・
４
１
）

シ
ニ
ア
〈
60
歳
以
上
〉

北
野
　
正
（
４
４
・
３
８
）

女
　
子

岩
佐
一
恵
（
４
７
・
４
７
）

毎
年
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
目

標
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
各
地

で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
地
域
活

動
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
子
ど

も
・
い
き
い
き
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
定
め
、
大
人
も
子
ど
も
も

夢
や
希
望
を
持
っ
て
支
え
あ
っ
て

生
き
て
い
け
る
明
る
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

第
52
回
を
迎
え
る
今
年
は
「
犯

罪
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更
生
を

支
え
、
人
々
が
支
え
あ
っ
て
生
き

て
い
く
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
参

画
す
る
」
こ
と
を
重
点
目
標
に
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

長
南
町
で
も
次
の
と
お
り
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時７

月
11
日
（
木
）

13
時
30
分
〜

場
所

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容講

演

「
鑑
別
を
通
し
て

見
る
非
行
少
年
」

映
画

「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

居
場
所
、
あ
り

ま
す
か
」

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

（
大
杉
）

蕁
４
６
―
２
１
１
６

こ
の
制
度
は
、
通
り
魔
殺
人
等

の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死

を
遂
げ
た
被
害
者
の
遺
族
又
は
身

体
に
障
害
を
負
わ
さ
れ
た
被
害
者

等
に
対
し
て
、
社
会
の
連
帯
共
助

の
精
神
に
基
づ
き
、
国
が
犯
罪
被

害
者
給
付
金
を
支
給
し
、
そ
の
精

神
的
、
経
済
的
打
撃
の
緩
和
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
警
察
本
部
又
は
茂

原
警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
対
策
室

蕁
０
４
３
―
２
２
７
―
９
１
３
１

茂
原
警
察
署

蕁
２
２
―
０
１
１
０

犯
罪
被
害
給
付
金
の
他
に
財
団

法
人
犯
罪
被
害
救
援
基
金
の
奨
学

金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

蕁
０
３
―
３
５
９
５
―
２
０
０
６

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

６
月
10
日
、
体
育
協
会
主
催
に

よ
る
長
南
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

が
、
長
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
時
の
ど
ん
よ
り
と
し
た
空

模
様
で
し
た
が
、
１
３
９
名
の
参

加
者
は
蒸
し
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
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今
年
も
ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
が
５
月
26
日

（
日
）、８
時
か
ら

10
時
ま
で
、

町
内
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者

は
町
内
在

住
の
老
若

男
女
２，
２

０
０
人
余
り

で
、
道
路
な

ど
に
捨
て
ら

れ
た
空
き
缶
や

空
き
び
ん
を
ビ
ニ

ー
ル
袋
片
手
に
拾
っ

て
歩
き
ま
し
た
。

地
区
毎
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
、
町
建
設
業
組

合
８
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
回

収
さ
れ
、
当
日
に
茂
原
市
の
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
に
運
び
こ
ま
れ
ま
し

た
。運

び
こ
ま
れ
た
空
き
缶
等
は
２
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
で
16
台
分
も
あ
り
、
町

全
体
で
３，

４
２
０
㎏
の
量
が
あ
り

ま
し
た
。
半
日
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
こ
れ
だ
け
の
量
の
ゴ
ミ
を
片

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
、
大
変
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。
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長
南
町
花
ハ
ス
栽
培
組
合
（
簾

尾
和
夫
組
合
長
）
が
主
催
す
る

「
観
蓮
会
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

60
ア
ー
ル
ほ
ど
の
圃
場
と
鉢
に

は
、
お
よ
そ
80
種
類
の
花
ハ
ス
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
７
名
の
組

合
員
は
、
中
国
か
ら
導
入
し
た
美

し
い
花
ハ
ス
の
種
を
今
で
も
絶
や

す
こ
と
な
く
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

泥
の
中
に
あ
っ
て
も
、
ま
っ
た

く
汚
れ
る
こ
と
が
な
い
魅
惑
の
花

ハ
ス
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
ご
観
賞

く
だ
さ
い
。

日
時８

月
３
日
（
土
）
・
４
日
（
日
）

８
時
〜
15
時

会
場長

南
町
坂
本
駒
込
展
示
圃
・
法

華
展
示
圃

内
容★

象
鼻
杯
に
よ
る
酒
の
サ
ー
ビ
ス

★
茶
碗
バ
ス
の
展
示
即
売

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
（
御
園
生
）

蕁
４
６
―
３
３
９
７

道
路
、
河
川
等
の
環
境
整
備
を

図
る
た
め
に
、
今
年
も
町
内
一
斉

に
全
戸
を
あ
げ
て
「
道
路
愛
護
作

業
及
び
川
を
き
れ
い
に
す
る
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、
７
月
20

日
（
土
）
を
基
準
日
と
し
て
、
地

区
ご
と
に
、
道
路
や
河
川
敷
の
草

刈
り
、
道
路
補
修
、
側
溝
清
掃
な

ど
の
作
業
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
道
路
補
修
用
資

材
と
し
て
、
砕
石
、
山
砂
、
土
嚢
袋

等
を
支
給
し
ま
す
。
地
元
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
（
中
村
）

蕁
４
６
―
３
３
９
４

県
産
水
産
物
の
「
豊
か
さ
」

「
お
い
し
さ
」
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
さ
か
な
を
食
べ
る
機
会
を
増

や
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
千
葉
県

で
獲
れ
る
さ
か
な
を
使
っ
た
料
理

を
募
集
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
ま
す
。
入
賞
者
は
、
11
月
に
行

わ
れ
る
魚
食
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
料
理

ひ
じ
き
又
は
タ
チ
ウ
オ
を
使
用
し
、

90
分
以
内
で
手
軽
に
作
れ
る
料
理

応
募
方
法

イ
ラ
ス
ト
又
は
写
真
と
材
料
・

調
理
方
法
及
び
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
た
も
の

を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

書
類
選
考
で
一
般
の
部
・
親
子

の
部
（
小
学
生
対
象
）
各
５
組
程

度
を
選
出
し
、
９
月
７
日
（
土
）

に
コ
ン
テ
ス
ト
（
実
際
に
調
理
）

を
実
施
し
ま
す
。
材
料
は
主
催
者

が
用
意
し
ま
す
。

締
め
切
り

８
月
５
日
（
月
）
消
印
有
効

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
庁
水
産
課
内
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
務
局

〒
２
６
０
―
８
６
６
７（
住
所
省
略
可
）

蕁
０
４
３
―
２
２
３
―
３
０
４
５

蕭
０
４
３
―
２
２
１
―
３
４
２
５

W
法華 

Ｇ
Ｓ 

白
井
商
店 

法
華
集
会
所

法
華
集
会
所 

法
華
集
会
所 

宮
本 

坂
本
神
社 

県道茂原 
環状線 

県
道
茂
原
大
多
喜
線 

駒込 
　展示圃 

茂原カントリークラブ 

法華 
　展示圃 
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申
し
込
み
は
８
月
１
日（
木
）〜
23
日

（
金
）
ま
で
　
年
会
費
700
円

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
に
交
通
意
識

を
自
覚
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
万

一
、
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
に
見

舞
金
を
支
払
う
住
民
相
互
の
共
済
制
度

で
す
。

◆
加
入
で
き
る
人

共
済
期
間
の
は
じ
ま
る
と
き
に
、
申

し
込
み
を
す
る
市
町
村
に
住
民
登
録

又
は
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人

◆
共
済
期
間

９
月
１
日
（
日
）
か
ら
翌
年
の
８
月

31
日
（
日
）
ま
で

◆
加
入
申
込

８
月
23
日（
金
）ま
で
役
場
総
務
課
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
９
月
１
日
以
降
で
も
随
時
加

入
で
き
ま
す
。

◆
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
た
だ
ち
に

警
察
署
に
届
け
出
て
、
後
日
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
交
通
事
故

証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
共
済
見
舞
金

○
死
　
亡

150
万
円

○
障
　
害

等
級
に
よ
り
50
万
円
か
ら
２
万

円
ま
で

○
身
体
障
害
（
１
級
又
は
２
級
）

障
害
見
舞
金
の
ほ
か
に
50
万
円

○
交
通
遺
児

遺
児
１
人
に
つ
き
10
万
円

等 級 入院の日数及び実際に通院して（後遺
症は含まれません）治療した日数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

金 額
（千円）

286日以上
271日以上285日以下
256日以上270日以下
241日以上255日以下
226日以上240日以下
211日以上225日以下
196日以上210日以下
181日以上195日以下
166日以上180日以下
151日以上165日以下
136日以上150日以下

500
475
450
425
400
375
350
325
300
275
250

等 級 入院の日数及び実際に通院して（後遺
症は含まれません）治療した日数

12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

金 額
（千円）

121日以上135日以下
106日以上120日以下
091日以上105日以下
076日以上090日以下
061日以上075日以下
046日以上060日以下
031日以上045日以下
016日以上030日以下
006日以上015日以下
001日以上005日以下

225
200
175
150
125
100
075
050
030
020

千
葉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済 共済見舞金（障害）

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
３
億

円
・
２
等
も
１
億
円

発
売
期
間

７
月
22
日
（
月
）
〜

８
月
９
日
（
金
）

発
売
方
法

全
国
の
宝
く
じ
売
場

抽

選

日

８
月
20
日
（
火
）

発
売
単
価

１
枚
３
０
０
円

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
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浄
化
槽
と
は
微
生
物

の
働
き
に
よ
り
汚
水
（
主

に
ト
イ
レ
の
水
）
を
き

れ
い
に
す
る
設
備
で
す
。

快
適
に
使
う
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
の
保
守
点

検
、
及
び
定
期
的
な
清

掃
と
検
査
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
保
守
点
検
、

清
掃
、
検
査
は
、
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
槽
内
の
状
況
に
異
常
は

な
い
か
を
確
認

・
汚
泥
の
発
生
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク

・
ブ
ロ
ア
ー
モ
ー
タ
ー
に

７
月
１
日
か
ら
９
月
末
日
ま
で

は
、「
農
地
違
反
転
用
防
止
対
策

強
化
月
間
」
で
す
。

許
可
な
く
農
地
を
建
設
残
土
な

ど
で
埋
め
立
て
た
り
、
建
物
を
建

て
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
地
を
転
用
す
る
と
き

は
、
必
ず
農
業
委
員
会
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

県
庁
農
地
課

蕁
０
４
３
―
２
２
３
―
２
８
４
１

農
業
委
員
会
（
今
井
）

蕁
４
６
―
３
３
９
６

浄
化
槽
の
保
守
点
検
と
は

浄
化
槽
の
清
掃
と
は

浄
化
槽
の
検
査
と
は

蕁
４
２
―
３
３
４
４

・
㈲
白
子
衛
生

蕁
３
３
―
５
５
５
１

・
㈲
茂
原
中
央
商
事

蕁
２
２
―
５
１
３
５

・
セ
ン
ト
ラ
ル
美
装
㈱

蕁
３
２
―
４
５
８
２

・
長
生
衛
生
社

蕁
３
２
―
２
６
６
７

浄
化
槽
の
検
査
を
行

う
に
は
、
次
の
検
査
機

関
へ
直
接
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

社
団
法
人
　
千
葉
県
浄

化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
３
―
２
４
６
―
６

２
８
３

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
（
深
山
）

蕁
４
６
―
２
１
１
４
　

モ
ー
タ
ー
な
ど
の
点
検

汚
泥
堆
積
状
況
の
確
認

消毒薬の
点検補給

浄化槽保守点検
契約済証

浄化槽清掃済証法定検査済証

浄
化
槽
の
検
査
と
は
、

水
質
の
検
査
や
浄
化
槽

が
正
常
に
動
い
て
い
る

か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の

で
、
浄
化
槽
の
定
期
健

康
診
断
で
す
。

浄
化
槽
を
新
し
く
設

置
し
た
場
合
は
、
使
い

始
め
て
か
ら
６
か
月
後
に

検
査
を
受
け
、
以
後
毎

年
１
回
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
検
査

は
、
県
知
事
が
指
定
し

た
検
査
機
関
が
有
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
保
守
点
検

・
清
掃
を
業
者
に
委
託

す
る
に
は
左
記
の
清
掃

許
可
業
者
に
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者

・
㈲
マ
ツ
オ
産
業

異
常
は
な
い
か
確
認

・
消
毒
剤
が
入
っ
て
い
る

か
チ
ェ
ッ
ク

・
放
流
水
の
水
質
は
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
確
認

こ
れ
ら
の
作
業
は
、

自
分
で
行
な
う
事
も
出

来
ま
す
し
、
浄
化
槽
保

守
点
検
業
者
に
任
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

２
・
３
か
月
に
１
回
を
目

安
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
を
長
く
使
用
し

て
い
る
と
槽
内
に
汚
泥

が
た
ま
っ
て
き
ま
す
。

浄
化
槽
の
種
類
に
も
よ

り
ま
す
が
、
１
年
、
あ

る
い
は
６
か
月
に
１
回
以

上
、
汚
泥
の
引
き
抜
き

が
必
要
で
す
。
こ
の
清

掃
を
怠
り
、
汚
泥
が
多

く
な
る
と
浄
化
槽
の
働

き
が
悪
く
な
り
、
悪
臭

が
発
生
し
た
り
、
放
流

水
の
水
質
が
悪
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
浄
化
槽

の
清
掃
は
、
広
域
市
町

村
圏
組
合
の
許
可
を
受

け
た
業
者
に
依
頼
し
、

必
ず
行
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

農
地
農
地 

 

違
反
転
用

違
反
転
用 

  

防
止
対
策

防
止
対
策 

　 

強
化
月
間

強
化
月
間 

農
地 

 

違
反
転
用 

  

防
止
対
策 

　 

強
化
月
間 
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試
験
日

９
月
22
日（
日
）

問
い
合
わ
せ

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
総
務
課

〒
２
９
７
―
０
０
３
５

茂
原
市
下
永
吉
２
１
０
１

蕁
２
３
―
０
１
０
７

防
衛
庁
で
は
、
左
記
の
と
お
り

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
千
葉
地
方
連
絡
部

茂
原
募
集
事
務
所

〒
２
９
７
―
０
０
２
９

茂
原
市
高
師
７
０
３
（
第
百
生
命

茂
原
ビ
ル
２
階
）

蕁
２
５
―
０
４
５
２

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏

組
合
で
は
、
左
記
の
と
お
り

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

７
月
29
日（
月
）〜
８
月
13
日（
火
）

職　種

消防職

看護師

理　学

療法士

募集人員

４　名

５名

若干名

受　験　資　格

昭和53年４月２日から

昭和60年４月１日まで

に生まれた方、救急救

命士の有資格者につい

ては昭和50年４月２日

以降に生まれた方で、

色覚、聴覚等に異常が

なく、視力が裸眼で両

眼とも0.3以上、身長

160cm以上で高校卒業

程度の学力を有する方

昭和48年４月２日から

昭和58年４月１日まで

に生まれた方で、看護師

の資格を有する方及び

平成15年３月31日まで

に資格取得見込みの方

昭和48年４月２日から

昭和57年４月１日まで

に生まれた方で、理学

療法士の資格を有する

方及び平成15年４月30

日までに資格取得見込

みの方

試 験 科 目

択一式一般教養

作　　文

体力試験（筆記試

験終了後引き続

き実施）

択一式一般教養

看護師適性検査

択一式一般教養

作　　文

募 集 種 目 応　募　資　格 受 付 期 間

防 衛 大 学 校 学 生

防衛医科大学校学生

航 　 空 　 学 　 生

（ パ イ ロ ッ ト ）

看 　 護 　 学 　 生

一 般 曹 候 補 学 生

曹 　 候 　 補 　 士

２等陸・海・空士

高卒（見込含）

21歳未満の者

高卒（見込含）

21歳未満の者

高卒（見込含）

24歳未満の者

18歳以上

24歳未満の者

18歳以上

27歳未満の者

18歳以上

27歳未満の者

10月11日まで

９月６日まで

10月11日まで

９月６日まで

９月６日まで

男子：年間を通じて

行っています

女子：９月６日まで



本
ぐ
ら
い
し
か
口
を
あ
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
顎
を
動
か
す
頬
に

あ
る
咬
筋
、
こ
め
か
み
に
あ
る
側

頭
筋
に
痛
み
が
出
ま
す
。
偏
頭
痛

の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
虫
歯
で
は
な
い
の
に
、
歯
が

し
み
た
り
痛
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
症
状
が
、
組
み
合
わ
さ
り

さ
ま
ざ
ま
な
状
態
で
現
れ
ま
す
。

最
近
で
は
、
首
か
ら
肩
へ
か
け

て
、
も
し
く
は
背
骨
を
中
心
に
体

全
体
へ
の
影
響
も
あ
る
と
い
う
研

究
も
進
ん
で
い
ま
す
。

顎
関
節
症
の
原
因

何
ら
か
の
こ
と
で
、
顎
の
関
節

に
負
荷
が
か
か
る
と
起
こ
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
事
故
な
ど
で
顎

に
大
き
な
力
が
加
わ
っ
た
場
合
、

噛
み
合
わ
せ
や
歯
並
び
が
悪
く
、

顎
が
ず
れ
て
い
る
場
合
、
夜
寝
て

い
る
と
き
に
歯
ぎ
し
り
を
す
る
人

も
関
節
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

噛
み
合
わ
せ
や
顎
が
正
常
で

も
、
強
い
力
で
噛
み
す
ぎ
る
と
関
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顎
関
節
と
顎
の
動
き

お
口
の
中
の
病
気
に
虫
歯
と
歯

周
病
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
第
３

の
病
気
と
し
て
顎
関
節
症
の
患
者

さ
ん
が
特
に
若
い
女
性
を
中
心
に

増
え
て
い
ま
す
。

顎
関
節
と
は
、
耳
の
穴
の
前
に

あ
る
下
の
顎
の
関
節
で
す
。
関
節

は
骨
と
骨
の
間
に
あ
り
、
筋
肉
で

回
転
運
動
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

顎
の
関
節
は
回
転
だ
け
で
は
な

く
、
口
を
開
け
る
と
下
の
顎
の
関

節
が
前
に
滑
り
関
節
が
は
ず
れ
ま

す
。
口
を
閉
じ
る
と
ま
た
関
節
が

元
の
位
置
に
戻
り
ま
す
。
食
事
を

し
た
り
会
話
を
す
る
と
き
に
下
の

顎
を
動
か
し
ま
す
が
、
そ
の
た
び

に
関
節
は
は
ず
れ
る
の
で
す
。

顎
関
節
症
の
症
状

口
を
開
け
て
閉
じ
る
と
き
に
、

耳
の
前
の
関
節
部
に
音
が
し
ま

す
。
そ
の
時
に
痛
み
を
生
じ
る
場

合
が
あ
り
、
ひ
ど
く
な
る
と
指
１

顎
関
節
症

顎
関
節
症（
が
く
か
ん
せ
つ
し
ょ
う
）

（
が
く
か
ん
せ
つ
し
ょ
う
） 
顎
関
節
症

顎
関
節
症（
が
く
か
ん
せ
つ
し
ょ
う
）

（
が
く
か
ん
せ
つ
し
ょ
う
） 
顎
関
節
症（
が
く
か
ん
せ
つ
し
ょ
う
）

西
歯
科
医
院
　
院
長
　
毛
取
　
健
至

節
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
特
に

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
、

強
い
「
噛
み
し
め
」
を
し
ま
す
。

そ
の
時
の
力
は
自
分
の
体
重
分
の

力
が
出
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
法

一
つ
は
顎
に
負
担
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
方
法
で
す
。
現
在
、

一
般
的
に
す
る
方
法
と
し
て
「
ス

プ
リ
ン
ト
療
法
」
が
あ
り
ま
す
。

上
の
歯
と
下
の
歯
に
プ
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
製
の
板
を
は
め
、
顎
の
ず
れ

や
噛
み
合
わ
せ
を
板
の
上
で
調
整

し
ま
す
。
簡
単
に
取
り
外
す
こ
と

が
で
き
、
主
に
夜
間
に
装
着
し
ま

す
。
他
に
、
顎
の
体
操
、
噛
み
合

せ
の
調
整
、
矯
正
治
療
、
ま
れ
に

手
術
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
ス
ト
レ
ス
を
軽

減
し
強
い
噛
み
し
め
を
防
ぐ
方
法

で
す
。
こ
れ
は
歯
科
と
い
う
よ
り

精
神
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
分
野
に

な
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
薬

も
使
用
し
ま
す
。

こ
の
病
気
は
個
人
差
が
大
き

く
、
診
断
・
治
療
が
か
な
り
難
し

い
の
で
、
症
状
が
出
た
ら
早
め
に

か
か
り
つ
け
の
歯
医
者
に
行
き
、

場
合
に
よ
っ
て
は
専
門
医
の
治
療

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

住民票の写しをとるために、 
仕事を休まなくちゃならないわ 

住基ネットで、どこでも 
住民票の写しがとれます！ 

住基ネットで確認で 
きますので、住民票 
の写しは不要です！ 

住民票の写しを 
忘れてしまったわ 

８
月
５
日
か
ら
は
恩
給
や

共
済
年
金
、
児
童
手
当
の
支

給
等
、
国
で
本
人
確
認
情
報

の
開
示
が
認
め
ら
れ
た
事
務

に
つ
い
て
の
み
不
要
と
な
り

ま
す
。

今
後
、
住
民
票
コ
ー
ド
は

８
月
５
日
以
降
、
世
帯
主
あ

て
に
通
知
し
ま
す
。
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
15
年
８
月
に
は
、
住

基
ネ
ッ
ト
の
二
次
稼
動
が
開

始
さ
れ
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
が
申
請
に
よ
り
交
付
さ

れ
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
で
、
長
南
町

以
外
の
市
町
村
の
窓
口
で
も

本
人
の
住
民
票
の
写
し
（
戸

籍
関
係
事
項
は
除
か
れ
ま
す
）

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
（
古
市
）

蕁
４
６
―
２
１
１
９

現
在
、
住
民
負
担
の
軽
減

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
「
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）」
を

整
備
中
で
、８
月
５
日
か
ら
一

次
稼
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
と
は
、
個
人

に
住
民
票
コ
ー
ド（
11
桁
の

番
号
）
を
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
市
町
村
の
区
域
を
越
え

た
住
民
基
本
台
帳
の
事
務
処

理
が
迅
速
化
さ
れ
ま
す
。
国

や
県
に
対
し
て
本
人
確
認
情

報
（
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生

年
月
日
等
）
の
提
供
を
行
う

こ
と
で
、
添
付
書
類
の
簡
素

化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ

る
と
、
今
ま
で
国
や
県
の
事

務
に
つ
い
て
必
要
で
あ
っ
た

住
民
票
の
添
付
や
証
明
が
随

時
不
要
と
な
り
ま
す
。
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人
「
電
車
の
中
で
出
会
っ
た
人
」

闍

橋
　
友
　
子

115

る
親
子
に
目
が
止
ま
っ
た
。
小
さ

い
子
ど
も
が
「
疲
れ
た
な
あ
、
す

わ
り
た
い
な
あ
」
と
言
う
と
、
母

親
が
「
あ
な
た
は
子
ど
も
料
金
で

大
人
の
半
額
で
乗
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
の
よ
。
大
人
に
な
っ
て
自
分

で
お
金
を
稼
い
だ
ら
座
っ
て
も
い

い
よ
。
だ
け
ど
、
お
年
寄
り
の
人

が
立
っ
て
い
た
ら
君
は
席
を
譲
る

勇
気
が
あ
る
か
な
」
と
実
に
ズ
ケ

ズ
ケ
と
は
っ
き
り
言
う
現
代
っ
子

風
の
母
親
だ
な
と
い
う
印
象
を
受

け
た
。
叱
る
親
が
少
な
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
今
日
、
こ
の
母
親
は

し
っ
か
り
と
子
ど
も
を
見
つ
め
、

大
切
な
こ
と
を
植
え
つ
け
て
い
る

人
だ
な
と
思
っ
た
。

現
代
の
若
者

電
車
は
、
東
京
に
近
づ
い
て
き

た
。
斜
め
前
に
座
っ
て
い
た
年
老

い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
降
り
よ
う

と
入
り
口
に
向
か
う
と
き
、
足
を

グ
リ
ッ
と
ひ
ね
っ
て
し
ま
っ
た
ら

し
く
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
隣
に
座

っ
て
い
た
茶
髪
で
ズ
ボ
ン
の
ひ
ざ

を
わ
ざ
と
切
っ
て
あ
る
ら
し
い
若

い
男
の
子
が
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

と
駆
け
寄
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

を
抱
い
て
電
車
を
降
り
た
。
気
に

な
っ
た
の
で
一
緒
に
降
り
て
下
の

待
合
室
で
そ
の
若
者
と
、
ど
う
し

よ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
家
に
連
絡
し

て
迎
え
に
来
て
も
ら
い
ま
す
の

で
、
途
中
で
降
ろ
し
て
し
ま
っ
て

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
小
さ

い
声
で
言
っ
た
。
若
者
は
電
話
番

号
を
聞
い
て
自
宅
に
電
話
し
た
。

私
も
心
配
な
の
で
、
家
族
が
来
る

ま
で
や
は
り
待
つ
こ
と
に
し
た
。

「
私
は
買
い
物
に
行
く
途
中
だ
か

ら
遅
く
な
っ
て
も
構
わ
な
い
け
れ

ど
、
あ
な
た
は
？
」「
僕
、
学
生

お
ば
ち
ゃ
ん
と
孫

東
京
に
向
か
う
電
車
の
中
、
前

の
席
に
座
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

お
孫
さ
ん
の
会
話
の
や
り
と
り
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
大
き
く
な

っ
た
ら
何
に
な
る
の
？
」
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
思
わ
ぬ
孫
の
質
問
に
「
ク

ス
ッ
」
と
笑
っ
て
、「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
ね
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
い

っ
ぱ
い
お
金
を
入
れ
て
世
界
中
を

旅
し
た
い
の
」「
じ
ゃ
あ
僕
が
大

き
く
な
っ
た
ら
、
そ
の
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
い
っ
ぱ
い
入
れ
る
お
金

を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
。
だ
か
ら
働

い
て
お
金
が
と
れ
る
ま
で
待
っ
て

て
ね
」「
あ
り
が
と
う
」
傍
ら
の

お
嫁
さ
ん
が
「
す
い
ま
せ
ん
、
変

な
こ
と
言
っ
て
」
と
苦
笑
い
。

私
は
、
こ
の
会
話
の
や
り
と
り

に
す
っ
か
り
い
い
気
持
ち
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

母
親
と
子
ど
も

次
に
、
吊
革
に
つ
か
ま
っ
て
い

千
田
の
称
念
寺
に
あ
る
こ
の
龍

の
彫
刻
は
、
名
人
房
州
の
伊
八
と

言
わ
れ
た
初
代
武
志
伊
八
良
信
由

の
作
で
あ
る
。
中
央
正
面
の
昇
り

龍
は
、
尾
が
天
井
ま
で
巻
き
上
が

り
、
四
肢
と
火
炎
と
の
ひ
ら
め
き

が
無
限
の
広
が
り
を
連
想
さ
せ
、

こ
れ
に
対
す
る
左
右
の
下
り
龍

が
、
荒
波
に
勇
躍
し
て
い
る
傑
作

で
あ
る
。
初
代
信
由
の
作
品
に
は
、

彩
色
を
施
し
て
い
る
も
の
が
多

く
、
こ
の
八
方
に
ら
み
の
龍
の
鱗

は
右
が
紅
、
中
央
を
青
、
左
を
白

で
染
め
て
い
る
。
明
治
の
巨
匠
小

倉
惣
次
郎
が
「
日
本
最
優
秀
の
龍
」

と
推
賞
し
た
名
作
で
あ
る
。

刻
銘
の
文
政
６
年
（
１
８
２
３
）

11
月
は
後
銘
で
あ
り
、
欄
間
は
文

化
11
年
（
１
８
１
４
）
６
月
着
工
、

同
年
間
に
完
成
し
た
。

で
す
。
次
の
講
義
に
は
ち
ゃ
ん
と

出
ま
す
か
ら
心
配
し
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
、
学
生
生
活
や
い
ろ
ん

な
世
間
話
を
し
て
い
る
と
家
族
の

人
が
迎
え
に
来
た
。

３
、
４
日
た
っ
た
頃
、
丁
重
な

る
お
礼
の
手
紙
が
き
た
。
手
紙
の

内
容
の
中
に
、
今
の
若
者
は
と
批

判
的
に
み
て
い
た
自
分
が
恥
ず
か

し
く
思
い
ま
す
と
書
か
れ
て
あ

り
、
私
も
同
じ
思
い
で
あ
っ
た
。

電
車
の
中
で
出
会
っ
た
人
に
も

感
謝
を
し
た
い
。
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竹
ひ
ご
づ
く
り
か
ら
完
成
ま
で
全
て
の
過

程
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

（
３
回
シ
リ
ー
ズ
の
１
回
目
に
な
り
ま
す
）

日
　
　
時

８
月
18
日
（
日
）

13
時
30
分
〜

対

象

者

中
学
生
・
一
般

材

料

費

一
人
500
円
程
度

持

ち

物

タ
オ
ル

切
り
出
し
ナ
イ
フ
（
あ
る
方
）

申
し
込
み

町
中
央
公
民
館

担
当
（
志
関
）

町中央公民館　蕁46－1194

「
太
巻
き
寿
司
を
作
ろ
う
」

「
凧
づ
く
り
教
室
」

 

日
　
　
時

７
月
20
日
（
土
）

13
時
30
分
〜

対

象

者

中
学
生
・
一
般

材

料

費

一
人
600
円
程
度
　
　

持

ち

物

巻
き
す

募
集
人
員

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
し
込
み

町
中
央
公
民
館

担
当
（
志
関
）

青
少
年
悩
み
ご
と
合
同
相
談

日
　
時

毎
月
第
３
水
曜
日

内
　
容

青
少
年
の
悩
み
ご
と

方
　
法

面
接
、
電
話
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ

る
相
談

面
接
場
所

千
葉
県
青
少
年
女
性
会
館

電
話
番
号

蕁
０
４
３
―
２
２
３
―
２
３
３
０

蕁
０
４
３
―
２
２
３
―
２
２
８
８

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

6666666666666666666666666666

666666666666666666

夏
、
本
番
！
楽
し
い
キ
ャ

ン
プ
の
お
誘
い
で
す

場
　
　
所

長
南
町
野
営
場
（
笠
森
）

日
　
　
時

８
月
10
日
（
土
）
〜
12
日
（
月
）

２
泊
３
日

対

象

者

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

募
集
人
員

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

申
し
込
み

町
中
央
公
民
館

担
当
（
齊
藤
）

昨年夏の交流キャンプ

小学生の太巻き寿司作り
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５
月
は
日
韓
共
催
の

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
ち
な
ん
で

韓
国
料
理
、
６
月
は

ロ
シ
ア
料
理
や
古
代

米
・
い
わ
し
フ
ラ
イ

な
ど
の
郷
土
料
理
で

し
た
。

さ
て
、
７
月
は
ど

こ
の
国
の
ど
ん
な
料 韓国料理はチョッと刺激的かな？

５
月
26
日
、
今
年
で
６
回
目
を
迎

え
る
古
代
米
の
田
植
え
が
山
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
で
は
、
か
す
り
の
着
物
に
編

み
笠
の
「
早
乙
女
姿
」
の
女
性
た
ち

と
飛
び
入
り
参
加
の
女
性
や
子
ど
も

た
ち
が
、
地
元
農
家
の
人
た
ち
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
丁
寧
に
苗
を

植
え
つ
け
ま
し
た
。
田
の
ま
わ
り
は

大
勢
の
見
物
客
と
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ

ラ
マ
ン
が
取
り
囲
み
、
早
乙
女
に
ポ

ー
ズ
を
要
求
す
る
な
ど
大
変
な
賑
わ

い
と
な
り
ま
し
た
。

古代米のおにぎりで昼食

ロシア料理にはパンだね！

古
代
米
は
、
地
域
の
農
家
で
作
る

生
産
組
合
が
町
お
こ
し
を
目
的
に
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
頃
で
は
、

健
康
食
品
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
定

着
し
、
多
く
の
人
が
求
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

田
植
え
が
終
了
し
た
昼
時
に
は
、

古
代
米
を
入
れ
て
炊
い
た
鮮
や
か
な

紫
色
の
美
味
し
い
お
に
ぎ
り
が
み
な

さ
ん
に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

秋
に
は
、
赤
く
色
づ
い
た
稲
穂
の

観
賞
会
や
古
代
米
の
即
売
会
も
実
施

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

理
に
な
る
の
か
、
子
ど
も
た

ち
は
と
っ
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
は

じ
め
て
食
べ
た
け
ど
お
い
し

い
」「
食
べ
た
料
理
を
通
し

て
そ
の
国
の
こ
と
が
少
し
解

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

食
を
通
し
て
異
国
の
文
化

に
触
れ
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
で
、
外
国
が
と
て
も
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
楽
し
い
給
食
の
時

間
ま
で
が
有
意
義
な
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

町
給
食
所
で
は
、
４
月
か
ら
月

１
回
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
世
界
の

料
理
や
日
本
各
地
の
郷
土
料
理
を

取
り
混
ぜ
な
が
ら
献
立
と
し
て
出

し
て
い
ま
す
。

４
月
は
日
本
人
に
一
番
な
じ
み

の
あ
る
中
国
料
理
か
ら
始
ま
り
、

町
古
代
米
生
産
組
合

早乙女姿で苗を植える女性たち
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あ
な
た
の
声
・
話
題
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
政
策
課

広
報
統
計
係

蕁
46
―
２
１
１
３

長
南
保
育
所
で
は
、
毎
月
第
１
火
曜
日
に
乳

児
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、

園
庭
を
自
由
に
開
放
す
る
「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

６
月
４
日
は
、
６
か
月
か
ら
３
歳
ま
で
の
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
が
25
人
集
ま
り
ま
し
た
。

真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
の
な
か
、
木
陰
の
砂
場

で
砂
遊
び
を
し
た
り
、
す
べ
り
台
や
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
な
ど
の
遊
具
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

赤
ち
ゃ
ん
を
の
ぞ
き
こ
み
「
か
わ
い
い
ね
」
と

声
を
か
け
た
り
し
て
、
一
緒
に
仲
良
く
遊
び
ま

し
た
。

参
加
し
た
保
護
者
は
「
自
宅
よ
り
も
遊
び
場

が
広
く
、
遊
具
も
い
っ
ぱ
い
で
お
友
だ
ち
と
も

の
び
の
び
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

農
事
組
合
法
人
東
部
営
農
組
合
の
転

作
地
（
約
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
作
付
け

さ
れ
た
小
麦
が
黄
金
色
に
色
づ
き
、
６

月
５
日
か
ら
約
10
日
間
に
わ
た
り
刈
取

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
麦
は
「
農
林

61
号
」
と
い
う
品
種
で
、
主
に
う
ど
ん

の
材
料
と
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

組
合
長
さ
ん
は
「
今
年
は
、
昨
年
11

月
の
種
ま
き
後
、
雨
が
多
く
育
ち
が
あ

ま
り
よ
く
な
か
っ
た
の
で
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
３
〜
４
月
の
高
温
で
出
穂

時
期
が
早
ま
り
、
本
格
的
な
梅
雨
入
り

前
に
刈
取
り
が
で
き
、
収
穫
は
例
年
並

み
で
し
た
。
し
か
し
、
品
質
に
つ
い
て
は

今
ま
で
以
上
の
も
の
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

園庭開放

例
年
に
な
く
高
品
質

時間を忘れて砂場遊び

赤ちゃん かわいいね

脱穀された小麦をトラックに積み込み

小麦を刈取りするコンバイン
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１
年
生

和
田
　
勇
吹
さ
ん

ぼ
く
も
、
こ
ん
な
「
は
い
し
ゃ
さ
ん
」
に
な

り
た
い
で
す
。
色

ぬ
り
が
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。

東
小
学
校
の
皆
さ
ん
の

作
品
で
す

３
年
生

山
田
　
幸
代
さ
ん

手
や
足
が
動
く
よ
う
に
工
夫

し
ま
し
た
。
と
て
も
気
に
入

っ
て
い
ま
す
。

５
年
生

田
駑

宏
美
さ
ん

筆
の
と
め
、
払
い
が
き
ち

ん
と
書
け
満
足
し
て
い
ま
す
。

６
年
生

鈴
木
　
僚
介
さ
ん

き
れ
い
な
川
で

み
ん
な
で
キ
ャ
ン

プ
を
す
る
と
楽
し

い
と
思
い
ま
す
。

４
年
生

白
井
　
美
帆
さ
ん

「
友
」
の
右
払
い
に
気
を

つ
け
て
練
習
し
ま
し
た
。

上
手
に
で
き
た
と
き
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
誉
め
ら
れ
ま

し
た
。

２
年
生

星
　
春
菜
さ
ん

洋
服
の
も
よ
う
と
色
ぬ
り

を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

県
内
の
魅
力
的
な
観
光
資
源
を

被
写
体
と
し
た
写
真
を
募
集
し
ま

す
。

規
　
　
定

１
年
以
内
に
撮
影
し

た
自
作
品
で
、
未
発
表
の
も
の

規
　
　
格

白
黒
ま
た
は
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
の
４
ツ
切
判

応
募
方
法

作
品
名
（
題
名
）
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電

話
番
号
、
勤
務
先
（
学
校
名
）
、

撮
影
日
時
・
場
所
を
明
記
し
た
も

の
を
作
品
の
裏
面
に
貼
り
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
９
月
10
日
（
火
）
必
着

※
入
賞
作
品
の
版
権
・
著
作
権

は
、
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
観
光
協
会

〒
２
６
０
―
０
０
１
５

千
葉
市
中
央
区
富
士
見
１
―
１
２
―
７

蕁
０
４
３
―
２
２
５
―
９
１
７
０
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カレーピラフ

●体元気メニュー●

エネルギー 406kcal

○作り方
盧米は洗って普通の水加減より少な
めにして炊飯器につけておく。

盪炊飯器に油を切ったツナと薄く切
った玉ねぎ、ミックスベジタブル
と干しぶどうを入れ、スープの素
は手でくずして加える。

蘯炊飯器にカレー粉・塩・酒を入れ
最後にバターをのせて炊く。

盻炊き上がったらさっくりと混ぜ、
皿に盛りパセリやチーズで飾る。

ワンポイントアドバイス
暑くて食欲がないときでも、カレーの風味で食欲が出ます！

○材料　６人分

米 ３合

ツナ缶 １缶

玉ねぎ １/２個

ミックスベジタブル １カップ

干しぶどう １/４カップ

〈調味料辭

固形スープの素 １個

カレー粉 大さじ１

塩 小さじ１

酒 大さじ２

バター 大さじ１

主
食
と
な
る
ご
は
ん
や
パ
ン
、

麺
類
の
主
成
分
は
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
る
糖
質
で
す
。
糖

質
を
食
べ
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
が
で
て
、
脂
肪

と
し
て
体
内
に
蓄
え
よ
う
と
し

ま
す
。
よ
く
ご
は
ん
は

糖
質
が
多
く
て
太
る
、

と
勘
違
い
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
が
、
ご
は
ん

は
パ
ン
や
麺
類
な
ど
に

比
べ
て
最
も
イ
ン
ス
リ

ン
反
応
が
弱
く
太
り
に

く
い
も
の
で
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
持
続
性
も
ご

は
ん
の
方
が
高
い
の

で
、
お
腹
が
す
き
に
く

く
ス
タ
ミ
ナ
効
果
も
抜

群
で
す
。

ご
は
ん
に
は
糖
質
の

「
ご
は
ん
は
太
る
」
は

間
違
い
で
す

●穀類を毎食とって、糖質からのエネルギー
摂取を適正に保ちましょう

●日本の気候・風土に適している米などの穀
類を利用しましょう

ごはんなどの穀類をしっかりと

そ
の
４

食
生
活
指
針

ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
栄
養

素
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
？
意
外
に
も
た
ん
ぱ
く
質
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物

繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

万
能
食
な
の
で
す
。
逆
に
脂
肪

は
少
な
く
、
食
パ
ン
（
６
枚
切

り
）
の
３
分
の
１
程
度
。
欧
米

型
の
脂
肪
分
の
多
い
食
生
活
の

広
が
り
が
、
生
活
習
慣
病
が
増

え
た
大
き
な
原
因
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
ご
は
ん
を
中

心
に
し
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
生
活
に
す
れ
ば
、
生
活
習

慣
病
に
も
な
り
に
く
い
と
い
う

わ
け
で
す
。

体
、元
気
で
す
か 

食
生
活
改
善
推
進
員
コ
ー
ナ
ー 
体 体
、元
気
で
す
か

元
気
で
す
か 

食
生
活
改
善
推
進
員
コ
ー
ナ
ー

食
生
活
改
善
推
進
員
コ
ー
ナ
ー 

意
外
に
多
い

ご
は
ん
の
栄
養
素
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▼
応
募
作
品

○
応
募
者
の
飼
育
し
て
い
る
犬
・

猫
の
写
真
３
枚
ま
で
と
し
、
し
つ

け
等
適
性
飼
育
に
つ
い
て
の
コ
メ

ン
ト
（
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
１

枚
以
内
）
を
添
え
た
作
品
を
対
象

と
し
ま
す
。

○
写
真
サ
イ
ズ
は
Ｌ
判
（
通
称
サ

ー
ビ
ス
判
）
と
し
、
す
べ
て
の
写

真
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

県
内
に
在
住
の
者
（
プ
ロ
、
ア

マ
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
募
集
期
間

８
月
１
日
（
木
）
〜
31
日
（
土
）

※
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
。

▼
応
募
先

（
財
）
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

〒
２
６
０
―
０
８
５
４

千
葉
市
中
央
区
長
洲
２
―
２
２
―
６

蕁
０
４
３
―
２
２
１
―
２
３
６
４

リ
ウ
マ
チ
講
演
会
の
開
催

茂
原
保
健
所
で
は
、
リ
ウ
マ
チ

で
療
養
中
の
方
を
対
象
と
し
た
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　

７
月
17
日
（
水
）

13
時
30
分

様
子
を
さ
ぐ
る
）

▼
日
時
　

７
月
20
日
（
土
）
〜
９
月
22
日

（
日
）
９
時
〜
17
時

▼
会
場
　

睦
沢
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

▼
入
場
料
　
無
料

問○
睦
沢
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

蕁
４
４
―
０
２
９
０

わ
が
家
の
犬
・
猫
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

わ
が
家
の
愛
犬
・
愛
猫
の
写
真

に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

優
秀
作
品
15
点
を
９
月
に
行
わ

れ
る
動
物
愛
護
週
間
イ
ベ
ン
ト
会

場
に
展
示
し
、
協
会
機
関
紙
に
掲

載
す
る
と
共
に
表
彰
を
行
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

申○
…
申
し
込
み
　
問○
…
問
い
合
わ
せ

18

〜
16
時
30
分
ま
で
（
受
付
13
時
〜
）

▼
場
所
　

長
生
合
同
庁
舎
４
階
（
大
会
議
室
）

▼
内
容
　

○
講
演
「
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
最
新

情
報
」
講
師
　
国
立
療
養
所
下
志

津
病
院
　
末
石
真
先
生

○
交
流
会
及
び
個
別
相
談

▼
対
象
　

・
リ
ウ
マ
チ
患
者
及
び
そ
の
家
族

・
リ
ウ
マ
チ
に
関
心
の
あ
る
方

▼
申
込
締
切
日
７
月
12
日
（
金
）

※
個
別
相
談
を
希
望
す
る
方
は
申

し
込
み
の
際
そ
の
旨
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

申○
茂
原
保
健
所
疾
病
対
策
課

蕁
２
２
―
５
１
６
７

蕭
２
４
―
３
４
１
９

移
動
暴
力
相
談
所
の
開
設

▼
日
時
　
８
月
７
日
（
水
）

10
時
〜
16
時

▼
場
所
　
長
生
支
庁

問○
（
財
）千
葉
県
暴
力
団
追
放
県

民
会
議
　
事
務
局

千
葉
市
中
央
区
中
央
４
―
１
３
―

７
　
千
葉
県
酒
造
会
館
内

蕁
０
４
３
―
２
５
４
―
８
９
３
０

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
０
８
９
３
５
４

東
京
ド
イ
ツ
村
開
園
１
周
年
記
念

長
南
町
民
無
料
入
園
デ
ー

東
京
ド
イ
ツ
村
で
は
、
開
園
１

周
年
を
記
念
し
て
「
長
南
町
民
無

料
入
園
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間

７
月
19
日
（
金
）
〜
23
日
（
火
）

▼
営
業
時
間
　
９
時
30
分
〜
17
時

▼
入
園
に
必
要
な
も
の

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な

ど
住
所
の
確
認
の
で
き
る
も
の

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問○
東
京
ド
イ
ツ
村

蕁
０
４
３
８
―
６
０
―
５
５
１
１

外
国
人
の
不
法
就
労
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

盧
外
国
人
を
雇
用
す
る
に
は
必
ず

パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
て
在
留
資
格
の

確
認
を
！

観
光
な
ど
で
来
日
し
て
い
る
短

期
滞
在
の
外
国
人
は
、
原
則
と
し

て
働
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

盪
在
留
資
格
の
な
い
外
国
人
を
雇

用
し
て
仕
事
を
さ
せ
た
者
、
外
国

人
に
仕
事
を
斡
旋
し
た
者
に
対
し

て
も
罰
則
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

不
法
就
労
助
長
罪
（
３
年
以
下

の
懲
役
又
は
２
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
）

蘯
違
法
に
外
国
人
を
働
か
せ
て
い

る
事
業
所
等
や
不
法
滞
在
者
が
居

住
し
て
い
る
ア
パ
ー
ト
、
借
家
な

ど
を
発
見
し
た
場
合
、
警
察
署
へ

の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問○
茂
原
警
察
署

蕁
２
２
―
０
１
１
０

７
月
の
催
し
物

睦
沢
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

○
開
館
20
周
年
記
念
企
画
展
「
寺

社
参
詣
と
旅
日
記
」（
江
戸
・
明

治
の
寺
社
参
詣
旅
日
記
で
、
昔
の
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大
学
院

漓
修
士
全
科
生
（
修
士
課
程
を
修

了
し
て
「
修
士
（
学
術
）」
の
取
得

を
目
指
す
コ
ー
ス
）

滷
修
士
科
目
生
（
１
学
期
間
「
６
か

月
」
在
学
し
、
学
習
・
研
究
を
希

望
す
る
科
目
を
選
択
し
１
科
目
か

ら
履
修
す
る
コ
ー
ス
）

◎
募
集
期
間

漓
修
士
全
科
生
（
平
成
15
年
度
入

学
）
９
月
１
日
（
日
）
〜
14
日
（
土
）

②
修
士
科
目
生
　
８
月
15
日
（
木
）

ま
で

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
２
６
１
―
８
５
８
６

千
葉
市
美
浜
区
若
葉
２
―
１
１

蕁
０
４
３
―
２
９
８
―
４
３
６
７

月 日 内　科　系 外　科　系 そ　の　他
茂原市長生郡医師会

日 曜 ・ 休 日 当 番 医
（休日当番医は午前９時～午後５時）

年
老
い
て
悩
め
る
腰
や
卯
月
か
な

今
井
　
盟
仙

ば
ら
の
花
燃
え
る
姿
の
赤
が
好
き

遠
藤
み
つ
子

土
い
じ
る
ほ
ど
よ
き
湿
り
卯
月
か
な

太
田
　
鼓
風

晴
々
と
卯
月
の
空
や
孫
の
婚

小
林
　
茂
子

喜
寿
祝
う
卯
月
の
旅
や
成
田
発

田
中
　
美
雪

検
診
の
結
果
待
た
る
る
卯
月
か
な

鶴
岡
よ
し
子

臥
す
母
に
ば
ら
を
手
折
り
て
香
を
送
る

藤
田
　
房
枝

農
日
誌
余
白
の
う
ま
る
卯
月
か
な

堀
越
み
よ
女

咲
き
初
め
て
歌
く
ち
ず
さ
む
庭
の
ば
ら

山
内
　
青
山

諍
ひ
の
非
は
吾
に
あ
り
白
薔
薇

渡
辺
　
茫
子

芳
香
の
ば
ら
が
迎
え
る
旧
家
か
な

今
関
　
久
女

卯
の
花
や
こ
ぼ
れ
て
白
し
童
唄

伊
藤
　
鼓
山

「
ば
ら
」

ば
ら
は
、
種
類
も
花
の
色
も
香

り
も
ふ
か
い
も
の
が
多
く
、
花
弁

も
大
輪
・
小
輪
・
単
弁
・
複
弁
と

さ
ま
ざ
ま
で
、
花
季
も
一
季
・
二

季
・
四
季
咲
き
と
あ
り
、
庭
づ
く

り
の
盛
ん
な
今
日
、
今
も
昔
も

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

「
卯
月
」

旧
暦
（
陰
暦
）
四
月
の
異
称
で
、

現
在
の
五
月
に
あ
た
る
。
卯
の
花

の
咲
く
美
し
い
月
で
も
あ
る
。

（
記
・
今
関
）

は
自
己
負
担
）

▼
応
募
方
法
　
筆
記
用
具
・
官
製

葉
書
を
持
参
の
上
、
受
付
場
所

に
て
申
し
込
み
用
紙
に
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
　
９
時
〜
16
時
（
12

時
〜
13
時
は
除
く
）

▼
受
付
場
所

長
生
支
庁
商
工
労
政
課

問○
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
３
６
―
２
２
―
２
１
５
４

放
送
大
学
・
学
生
募
集

平
成
14
年
度
第
２
学
期
教

養
学
部
生
・
大
学
院
修
士
科

目
生
及
び
平
成
15
年
度
大
学

院
修
士
全
科
生

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
を
通
じ
て
、
自
宅
で
学
習
で
き

る
正
規
の
大
学
で
す
。
１
科
目
で

も
入
学
で
き
ま
す
。

教
養
学
部

漓
全
科
履
修
生
（
大
学
卒
業
を
目

指
す
コ
ー
ス
）

滷
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
す

る
コ
ー
ス
）

澆
科
目
履
修
生
（
１
学
期
間
「
６

か
月
」
在
学
す
る
コ
ー
ス
）

◎
募
集
期
間
　
８
月
15
日
（
木
）

ま
で

県
立
市
原
高
等
技
術
専
門

校
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
の

講
習
案
内

▼
対
象
　
技
術
や
資
格
を
身
に
つ

け
て
、
就
職
を
希
望
す
る
方

（
学
生
は
除
く
）

漓
パ
ソ
コ
ン
科
（
表
計
算
３
級
）

▼
講
習
場
所
　
市
原
高
等
技
術
専

門
校

盧
火
・
木
曜
日
コ
ー
ス

▼
講
習
日

８
月
27
日
〜
11
月
５

日
（
21
日
間
）

▼
募
集
期
間
　
７
月
10
日
（
水
）

〜
18
日
（
木
）

▼
定
員
　
40
名

盪
月
・
水
・
金
曜
日
コ
ー
ス

▼
講
習
日
　
９
月
９
日
〜
11
月
１

日
（
21
日
間
）

▼
募
集
期
間
　
７
月
29
日
（
月
）

〜
８
月
６
日
（
火
）

▼
定
員
　
40
名

滷
老
人
介
護
科
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
２
級
）

▼
講
習
場
所
　
市
原
市
姉
崎
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

月
・
火
・
木
曜
日
コ
ー
ス

▼
講
習
日
　
８
月
19
日
〜
平
成
15

年
１
月
23
日
（
20
日
間
）

▼
募
集
期
間
　
７
月
８
日
（
月
）

〜
16
日
（
火
）

▼
定
員
　
25
名

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

14 茂原中央病院 高田整形外科医院 ヨシノクリニック（内科）
24－1191 22－0111 40－7070

20 茂原中央病院 菅　原　病　院 鵜　澤　医　院
24－1191 25－1171 34－2008

21 長　生　病　院 君　塚　病　院 育生医院（産婦人科）
34－2121 25－1811 25－1251

28 長生内科神経内科医院 鎗田整形外科医院 杉田耳鼻咽喉科医院
24－7752 24－8686 22－2443

11 鈴　木　医　院 山 之 内 病 院 金坂医院（内科）
22－2630 25－1131 22－4885

８・４ 宮　山　医　院 長　生　病　院 清水三郎医院
22－4873 34－2121 25－0776

７・７ 大　塚　内　科 宍　倉　病　院 作永産婦人科
23－6121 24－2171 24－8822

夜 間 急 病 診 療 所
診療科目／内科・小児科　　　 診療時間／２０時～２３時まで

茂原市八千代１－５－４（消防署裏） 蕁２４－１０１０

夜間急病診療テレフォン案内　　蕁２４－１０１１　１９時～翌午前６時まで

そ

そ
う
び
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・行政・人権・心配
ごと相談
中央公民館
10：00～15：00

・ツベルクリン反応
検査

国民安全の日１

・みんなで遊ぼう
（園庭開放）
長南保育所
9：30～11：30
・栄養教室
保健センター
9：30～14：00

半夏生 ２

・すこやか２歳児教室
10：00～11：30

・BCG

３

・健康相談
光の家
13：30～14：30
大下青年館
15：00～16：00

４

・いきいき教室
9：00～15：00

５ ６

小暑　七夕７

・エンジョイスポーツ
9：30～11：30

８

・なかよし広場
長南幼稚園
9：30～11：00

９ 国土建設週間10

・健康相談
宮本集会所
13：30～14：30
南郷恵和会館
15：00～16：00

11

・無料法律相談
予約開始9：00～
蕁25―7830

・３歳児健康診査

12 13

14

・心配ごと相談
中央公民館
10：00～15：00

15

・献血
（保健センター）
9：30～12：00

やぶ入り 16

・ぴよぴよひろば
10：00～16：00

・エンジョイスポーツ
8：30～14：30

17

・健康相談
JA豊栄支所
13：30～14：30
棚毛青年館
15：00～16：00

18

・いきいき教室
9：30～11：30

・無料法律相談
13：00～16：00
（県民センター・茂原）

19
海の日　土用
勤労青少年の日
土用の丑 20

21 22 24

・健康相談
蔵持青年館
13：30～14：30
保健センター
15：00～16：00

25 26 27

28 29 30 31

・結婚相談
農村環境改善センター
9：00～12：00

・行政・人権・心配ごと相談
中央公民館
10：00～15：00

・健康相談
光の家
13：30～14：30
大下青年館
15：00～16：00

8/1

・いきいき教室
9：30～11：30

・無料法律相談
予約開始9：00～
蕁25―7830

２ ３

４

・エンジョイスポーツ
9：30～11：30

５

・みんなで遊ぼう
（園庭開放）
長南保育所
9：30～11：30
・栄養教室
保健センター
9：30～13：00

広島平和記念日６ 鼻の日 ７

・健康相談
熊野下集会所
13：30～14：30
市野々下
ファミリーセンター
15：00～16：00

立秋 ８

今
月
の
納
税

・国定資産税（第2期）

・国民健康保険税（第2期）

・介護保険料（第1期）

7月31日までに納めましょう。

日 Sun. 火 Tue. 水 Wed. 木 Thu. 金 Fri. 土 Sat.

７月１日～８月８日
月 Mon.

大
木

萌
ち
ゃ
ん

平
成
13
年
４
月
２
日
生

（
長
南
）

14. 6 . 1 現在

人口 10,735（－４）

男 5,213（－４）
女 5,522（－+０）
世帯 3,088（－９）

面積 65.38裄
（内は前月比）

お
お

き

も
え

父　政則さん 蟋 母　左和子さん

最近、いろんな芸を覚え、大人達を笑
わせてくれます。とてもユニークな女の
子です。

「
土
用
」
と
い
う
と
「
梅
の
土
用
干
し
」
や
「
土
用
波
」
さ
ら

に
は
「
土
用
の
丑
の
日
」
な
ど
が
思
い
浮
か
び
、
夏
だ
け
の

も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、

立
冬
の
そ
れ
ぞ
れ
前
18
日
間
の
年
４
回
あ
る
そ
う
で
す
。

昔
か
ら
「
土
用
の
丑
の
日
」
に
は
う
な
ぎ
を
食
べ
る
習
慣

が
あ
り
ま
す
ね
。
私
も
、
う
な
ぎ
の
蒲
焼
を
食
べ
て
暑
い

夏
を
元
気
に
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
矢
）

）

・子育て教室
中央公民館
10：00～12：00
・乳児健診

（

）（

）（

）（

）（

）（
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